
ディプロマポリシー（卒業認定・学位授与の方針） 重点項目

合計

0

0

100

100

備考

ビジネスDP(1)

授業の目的・テーマ

ビジネスDP(3)

　白山市には５つの酒造メーカーがあり、全国的に見ても有名な日本酒を扱っています。本講義では、日本酒文化と白
山市・石川県の関係をテーマに、酒造メーカーの方々から講義をいただき、日本酒文化を理解してもらうことを目指し
ています。

ビジネス実務学科

科目名称：
担当者名：

区分
専門教育科目

授業の達成目標・到達目標

講義 2

フードコーディネート特論Ⅱ（日本酒文化とコーディネート）
矢澤　建明、越野裕美子、若月　博延

①食の商品化と流通に関する基本的な用語と仕組みを理解すること、②新聞やテレビで話題になっている食に関する
ニュースの背景や内容が理解できるようになること、③フード業界の人々が話題とするようなフードビジネスのトピッ
クスについて意見交換ができるようになること。

実務経験のある教員の担当

90 10

○

評価方法／ディプロマポリシー 定期試験
クイズ
小テスト

提出課題
(レポート含む)

その他

DP(1)

DP(2)

DP(3)

ビジネス実務の分野において、基礎知識を身につけるとともに、専門的な知識や技能を修
得し、各種資格取得を目指して専門性を磨き、これらを柔軟に活用していくことができ
る。

地域社会を理解し、様々な課題に取り組み幅広い教養を身につけるとともに、変化するビ
ジネス社会に対応するための協働的な実践力を身につけている。

自己理解を深め目標に向かって主体的に行動するとともに、多様性を尊重し、様々な価値
観を持つ他者との良好な信頼関係を築いていくことができる。

.

授業形態 単位数

担当教員の実務経験の内容（内容・経験年数を記載）

あり

吉田泰之氏：吉田酒造代表

小堀靖幸氏：小堀酒造代表

ビジネスDP(2)



白山市の日本酒文化に対し
て好奇心を持って理解しよ
うとする態度

日本酒文化は専門分野では
ないという態度

事前事後学修時間（分）

第１回 20分

第２回 30分

第３回 30分

第４回 30分

第５回 30分

第６回 30分

第７回 30分

第８回 30分

第９回 30分

第10回 30分

第11回 30分

第12回 30分

第13回 30分

第14回 30分

第15回 30分

実施しない。 その他の評価配分は、以下のとおりである。

授業内容・課題が、わかるよ
うに記載されている。

授業内容・課題が、もれなく
記載されているが、分量に欠
ける。

１３回目の調理について、まとめてお
く。

他者のペアリングについてまとめてお
く。

【フィールドワーク】小堀酒造訪問
小堀酒造を訪問した際の質問事項をまと
めておく。

中村酒造を訪問した際の質問事項をまと
めておく。

吉田酒造を訪問した際の質問事項をまと
めておく。

【講義】日本の日本酒以外のお酒 吉田酒造訪問のレポート作成。

【講義】日本酒に合う食事

小堀酒造訪問のレポート作成。

事後学修時間については、受講するにあたっての最低限の目安を明記したが、単位取得のためには原則として授業時間と事
前事後学修を含め学則第17条の2で規定された学修時間が必要である。
また、事前事後学修としては、次回までの課題プリント(小レポート)をまとめることになる。

【講義】酒税について 中村酒造訪問のレポート作成。

教科書・参考書

内容

記述分量

授業内容・課題が、大変わ
かりやすく記載されてい
る。

【講義】白山市の酒造メーカー

【フィールドワーク】吉田酒造訪問

　課題レポートはルーブリックで評価し、返却します。

２回目の復習と白山市の酒造メーカーに
ついて調べる。

【グループワーク】白山市の日本酒メーカーの調査

【講義】ペアリング

本シラバスを精読する。

３回目の復習と中村酒造について調べ
る。

【講義】日本酒の世界進出について
６回目の復習と吉田酒造について調べ
る。

　教科書は指定せず、毎回プリントを準備します。日本酒や酒文化についての書籍はすべて参考となります。

　次回までの課題レポート30%。毎回の課題レポート30%。最終課題レポート30%。授業内での活動状況10%で評価する。

　定期試験は、

丁寧さ

日本酒文化に対する態度

丁寧ではあるが、筆圧が薄い
など読みづらい文字を書いて
いる。

授業内容・課題で、記載さ
れていない部分がある。

課題に対してのフィードバック

【発表】各自のペアリングをした料理・日本酒につい
て

【講義】日本酒以外のペアリング・まとめ

【講義】社会人とお酒の付き合い方
１回目の復習とアルコール依存の記事を
調べてくる。

【フィールドワーク】中村酒造訪問

授業内容・課題がほとんど
記載されていない。

１１回目の復習。

授業の内容・計画

授業内容・課題が、もれな
く適切な分量で記載されて
いる。

丁寧で、読みやすい文字を
書いている。

【講義】最高の飲み方

１２回目の復習と実際の調理してみる。

事前事後学修の内容

【講義】アルコール依存症について

成績評価の方法・基準

ほとんど判読不能な文字を
書いている。

読むことは可能であるが、
丁寧さに欠ける文字を書い
ている。

白山市の日本酒文化に対して
興味を持っている態度

良好 おおむね良好 努力を要する 難あり
課題・出席レポートの評価
ルーブリック

日本酒文化に対して無関心
な態度

授業内容・課題について理
解不能である。

授業内容・課題について記
載はあるものの、わかりに
くい。


